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ご注意 
 

１．このソフトウェアの著作権は、Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ社にあります。 

２．このソフトウェアおよびマニュアルの一部または全てを無断で使用、複製することはできません。 

３．ソフトウェアは、コンピュータ１台につき１セット購入が原則となっております。 

４．このソフトウェアおよびマニュアルは、本製品の使用許諾契約書のもとでのみ使用可能です。 

５．このソフトウェアおよびマニュアルを運用した結果の影響については、いっさい責任をおいかねますので

ご了承下さい。 
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 第１章 ＤＣＦ概要

 

１．ＤＣＦ概要 

 
ＤＣＦ（Ｄｅｖｉｃｅ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｆｏｒｍａｔ）ファイルはＢＳＤＬファイルの記述を単純化したテキストファイルです。Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｂ

ｕｇｇｅｒ は部品情報をＤＣＦの形式で読み取ります。ＢＳＤＬファイルからＤＣＦファイルへの変換はＰｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ 

アプリケーション内の ＢＳＤＬ->ＤＣＦ変換ダイアログ（［部品］－［ＢＳＤＬ－＞ＤＣＦ］）で行ないます。 

 

通常、回路図エントリーツールの部品ライブラリとＢＳＤＬファイルで記述されているデータとの間には、整合がとれてい

ません。そのため、バウンダリスキャン試験の前に人手による、データの書き換えが必要になります。しかし、BSDLファ

イルはＶＨＤＬライクな言語の為、（ｓｅｄ，ａｗｋ）を使用した変換には、高度なスクリプトが必要となります。そこで、Ｐｏｗｅ

ｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒ では単純な構造のテキストファイルに変換することで、人手による編集作業を最小限に抑えることを可

能としています。 
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２．ＤＣＦで使用される単語について 

 

２．１ キャラクタセット 
 

ＢＳＤＬでの単語表記は大文字と小文字の認識はおこないません。又使用できる文字は以下のとおりです。 

 

１）大文字、小文字 ：Ａ，Ｂ，Ｃ・・・Ｚ ， ａ，ｂ，ｃ・・・ｚ 

２）数字  ：０－９ 

３）特殊文字 ： “ ＆ ‘ （ ） ＊ ， － ． ： ； ＜ ＝ ＞ ＿  その他の特殊文字はコメントとしては使

用可能です。 
４）区切り文字 ：空白文字（スペース） Ｔａｂ文字 
 
 
２．２ 単語 
 

ＢＳＤＬで使用される単語は、１文字または複数のアルファベット文字、数字或いはアンダースコア（＿）から構成されま

す。又、単語の文字数の上限はありません。以下の文字は有効な単語とみなされます。 

 

 ＤＣＦ    // 有効な単語 

 ＤＣＦ＿ＦＩＬＥ＿Ｎｏ１   // 有効な単語 

 
 

２．３ コメント 
 

２つのスラッシュ（//） から行の最後までがコメントとしてみなされます。改行のみ、もしくは空白行は，// 

で定義しなくても無視されます。 
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 第３章 文法定義

 

３．文法定義 

 

３．１ ＤＣＦの構造について 
 

ＤＣＦの構造は以下のような構造をとらなければなりません。 
 
 
 ＜Ｔａｒｇｅｔ コマンド＞ 
 ＜Ｖｅｒｓｉｏｎ コマンド＞ 
 ＜ＳｏｕｒｃｅＢＳＤＬ コマンド＞ 
 ＜ＢＳＤＬＵｐｄａｔｅ コマンド＞ 
 ＜ＢＳＤＬＳｉｚｅ コマンド＞ 
 ＜ＮｕｍＯｆＰｉｎ コマンド＞ 
 ｛＜Ｐｉｎ コマンド＞｝   // 複数のＰｉｎコマンドで構成されます。 
 ＜ＴＣＫ コマンド＞ 
 ＜ＴＤｉ コマンド＞ 
 ＜ＴＤｏ コマンド＞ 
 ＜ＴＭＳ コマンド＞ 
 ［＜ＴＲＳＴ コマンド＞］  // 記述されない場合もあります。 
 ＜ＴｃｋＩｎｆｏ コマンド＞ 
 ＜ＩｎｓｔＬｅｎｇｔｈ コマンド＞ 
 ＜ＩｎｓｔＣａｐｔｕｒｅ コマンド＞ 
 ＜ＩｎｓｔＥｘｔｅｓｔ コマンド＞ 
 ＜ＩｎｓｔＳａｍｐｌｅＰ コマンド＞ 
 ＜ＩｎｓｔＢｙｐａｓｓ コマンド＞ 
 ｛＜Ｃｅｌｌ コマンド＞｝   // 複数のＣｅｌｌコマンドで構成されます。 
 ＜ＢＳＲｅｇＬｅｎｇｔｈ コマンド＞ 
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３．２ コマンド構造について 
 

ＤＣＦのコマンド構造は以下のような構成をとります。 
 

 

コマンド パラメータ１ パラメータ２ ・・・・ パラメータｎ 

 

コマンド ： Ｔａｒｇｅｔ ， Ｖｅｒｓｉｏｎ ， ＳｏｕｒｃｅＢＳＤＬ ， ＢＳＤＬＵｐｄａｔｅ ， ＢＳＤＬＳｉｚｅ ， 

ＮｕｍＯｆＰｉｎ ， Ｐｉｎ ， ＴＣＫ ， ＴＤｉ ， ＴＤｏ ， ＴＭＳ ， ＴＲＳＴ ， ＴｃｋＩｎｆｏ ， 

ＩｎｓｔＬｅｎｇｔｈ ， ＩｎｓｔＣａｐｔｕｒｅ ， ＩｎｓｔＥｘｔｅｓｔ ， ＩｎｓｔＳａｍｐｌｅＰ ， ＩｎｓｔＢｙｐａｓｓ ， 

Ｃｅｌｌ ， ＢＳＲｅｇＬｅｎｇｔｈ 
 

パラメータ ： コマンドの種類により、必要なパラメータの数は異なります。 

 

コマンド及びそのパラメータは１行で完結し、空白もしくはＴＡＢで区切られます。パラメータの数はコマンドによって０も

しくは複数のパラメータを持ちます。 

 



 第４章 コマンド詳細

 

４．コマンド詳細 

 

４．１ Ｔａｒｇｅｔコマンド文 
 

デバイスを特定するための名前です。ＥＤＩＦファイルの”ｃｅｌｌ”で定義されている”ｃｅｌｌＮａｍｅＤｅｆ”（部品名）と一致しなけ

ればなりません。 

 

構文 ： Ｔａｒｇｅｔ パラメータ１ 

 

パラメータ１ ： デバイスのコンポーネント名［文字列型］ 

 

例 ： Ｔａｒｇｅｔ ＰＬＤ１ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

ＢＳＤＬファイル内の “ｅｎｔｉｔｙ” 文の “ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ ｎａｍｅ”  で定義される名前が設定されます。 

 

 

４．２ Ｖｅｒｓｉｏｎコマンド文 
 

ＤＣＦファイルを生成したＰｏｗｅｒ Ｄｅｂｕｇｇｅｒのバージョンが記述されます。 

 

構文 ： Ｖｅｒｓｉｏｎ パラメータ１ パラメータ２ パラメータ３ 

 

パラメータ１ ： Ｐｏｗｅｒ ＤｅｂｕｇｇｅｒのＭａｊバージョン［Ｂｙｔｅ型］ 

パラメータ２ ： Ｐｏｗｅｒ ＤｅｂｕｇｇｅｒのＭａｊバージョン［Ｂｙｔｅ型］ 

パラメータ３ ： Ｐｏｗｅｒ ＤｅｂｕｇｇｅｒのＲｅｖｉｓｉｏｎ［Ｂｙｔｅ型］ 

 

例 ： Ｖｅｒｓｉｏｎ １ ２ ６ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

関連パラメータ無し。 

 

 

４．３ ＳｏｕｒｃｅＢｓｄｌコマンド文 
 

ＤＣＦファイルの生成元となったＢＳＤＬファイルを示します。ファイル名は絶対パスで定義されます。 
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構文 ： ＳｏｕｒｃｅＢｓｄｌ “パラメータ１” 

 

パラメータ１ ： 変換ＢＳＤＬファイル名（絶対パス）［文字列型］ 

 

例 ： ＳｏｕｒｃｅＢｓｄｌ “Ｃ：￥Ｊｔａｇ￥Ｓａｍｐｌｅ￥ｂｓｄｌ￥Ｂｃｔ８２４４．ｂｓｄ” 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

関連パラメータ無し。 

 

 

４．４ ＢｓｄｌＵｐｄａｔｅコマンド文 
 

ＤＣＦファイルの生成元となったＢＳＤＬファイルの更新日時を示します。この値を用いてＢＳＤＬファイルが更新されてい

るかのチェックを行ないます。 

 

構文 ： ＢｓｄｌＵｐｄａｔｅ 変換ＢＳＤＬファイル更新日時 

 

パラメータ１ ： 変換ＢＳＤＬファイル更新日時（ＹＹＹＹ／ＭＭ／ＤＤ ＨＨ：ＭＭ：ＳＳ） 

［Ｄａｔｅ／Ｔｉｍｅ型］ 

 

例 ： ＢｓｄｌＵｐｄａｔｅ ２０００／０５／０４ １８：１９：５２ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

関連パラメータ無し。 

 

 

４．５ ＢｓｄｌＳｉｚｅコマンド文 
 

ＤＣＦファイルの生成元となったＢＳＤＬファイルのファイルサイズを示します。この値を用いてＢＳＤＬファイルが更新され

ているかのチェックを行ないます。 

 

構文 ： ＢｓｄｌＳｉｚｅ パラメータ１ 

 

パラメータ１ ： 変換ＢＳＤＬファイルサイズ（バイト数）［ＩＮＴ型］ 

 

例 ： ＢｓｄｌＳｉｚｅ ７１８３ 
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☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

関連パラメータ無し。 

 

４．６ ＮｕｍＯｆＰｉｎコマンド文 
 

デバイスの外部ピンのピン数を示します。 

 

構文 ： ＮｕｍＯｆＰｉｎ パラメータ１ 

 

パラメータ１ ： デバイスの外部ピンのピン数［ＩＮＴ型］ 

 

例 ： ＮｕｍＯｆＰｉｎ ２４ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

関連パラメータ無し。 

 

 

４．７ Ｐｉｎコマンド文 
 

デバイスの外部ピン情報を示します。 

 

構文 ： Ｐｉｎ パラメータ１ パラメータ２ パラメータ３ 

 

パラメータ１ ： デバイスの外部ピンのピン番号［文字列型］ 

パラメータ２ ： デバイスの外部ピンのピン名［文字列型］ 

パラメータ３ ： デバイスの外部ピンのピン属性［文字列定義型］ 

ＩＮ ： 入力 

 ＯＵＴ ： 出力 

ＯＵＴＺ ： ３ステート出力 

ＩＮＯＵＴ ： 入出力 

ＣＯＮＴ ： 制御信号（ ＴＣＫ ， ＴＭＳ ， ＴＤｉ ， ＴＤｏ ） 

ＥＴＣ ： 上記以外（電源ピン、ＧＮＤピン等） 

 

例 ： Ｐｉｎ １６ ”２Ａ３”  ＩＮ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

ｇｅｎｅｒｉｃ ｐａｒａｍｅｔｅｒ 文 

ｌｏｇｉｃａｌ ｐｏｒｔ ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ 文 

ｄｅｖｉｃｅ ｐａｃｋａｇｅ ｐｉｎ ｍａｐｐｉｎｇｓ 文 
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４．８ ＴＣＫコマンド文 
 

バウンダリスキャン制御信号であるＴＣＫ信号のピン情報を示します。 

 

構文 ：ＴＣＫ パラメータ１ 

 

パラメータ１ ： デバイスのＴＣＫピン番号［文字列型］ 

 

例 ：ＴＣＫ １ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

ｓｃａｎ ｐｏｒｔ ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ 文 

 

 

４．９ ＴＤｉコマンド文 
 

バウンダリスキャン制御信号であるＴＤｉ信号のピン情報を示します。 

 

構文 ：ＴＤｉ パラメータ１ 

 

パラメータ１ ： デバイスのＴＤｉピン番号［文字列型］ 

 

例 ：ＴＤｉ ２ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

ｓｃａｎ ｐｏｒｔ ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ 文 

 

 

４．１０ ＴＤｏコマンド文 
 

バウンダリスキャン制御信号であるＴＤｏ信号のピン情報を示します。 

 

構文 ：ＴＤｏ パラメータ１ 

 

パラメータ１ ： デバイスのＴＤｏピン番号［文字列型］ 

 

例 ：ＴＤｏ １ 
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☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

ｓｃａｎ ｐｏｒｔ ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ 文 

 

 

４．１１ ＴＭＳコマンド文 
 

バウンダリスキャン制御信号であるＴＭＳ信号のピン情報を示します。 

 

構文 ：ＴＭＳ パラメータ１ 

 

パラメータ１ ： デバイスのＴＭＳピン番号［文字列型］ 

 

例 ：ＴＭＳ ３ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

ｓｃａｎ ｐｏｒｔ ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ 文 

 

 

４．１２ ＴＲＳＴコマンド文 
 

バウンダリスキャン制御信号であるＴＲＳＴ信号のピン情報を示します。ＴＲＳＴコマンドはデバイスによっては存在しない

場合があります。 

 

構文 ：ＴＲＳＴ パラメータ１ 

 

パラメータ１ ： デバイスのＴＲＳＴピン番号［文字列型］ 

 

例 ：ＴＲＳＴ １ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

ｓｃａｎ ｐｏｒｔ ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ 文 

 

 

４．１３ ＴｃｋＩｎｆｏコマンド文 
 

バウンダリスキャン制御信号であるＴＣＫの動作周波数と停止状態許容レベル情報を示します。 

 

構文 ：ＴＲＳＴ パラメータ１ パラメータ２ 

 

パラメータ１ ： デバイスのＴＣＫ最大動作周波数［ＤＷＯＲＤ型］ 
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パラメータ２ ： デバイスのＴＣＫ停止状態許容レベル（ ０ ： “Ｌ” ，1 ： “Both” ）［文字列定義型］ 

 

例 ：ＴｃｋＩｎｆｏ ２０００００００ １ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

ｓｃａｎ ｐｏｒｔ ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ 文 

 

 

４．１４ ＩｎｓｔｒＬｅｎｇｔｈコマンド文 
 

インストラクションレジスタのレジスタ長を示します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔｒＬｅｎｇｔｈ パラメータ１ 

 

パラメータ１ ： インストラクションレジスタ長［ＩＮＴ型］ 

 

例 ：ＩｎｓｔｒＬｅｎｇｔｈ ４ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｒｅｇｉｓｔｅｒ ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ 文 

 

 

４．１５ ＩｎｓｔＣａｐｔｕｒｅコマンド文 
 

キャプチャコマンドのインストラクションコードの値を示します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔＣａｐｔｕｒｅ パラメータ１ 

 

パラメータ１ ： Ｃａｐｔｕｒｅ コマンドのインストラクションコード値［文字列型］ 

 

例 ：ＩｎｓｔＣａｐｔｕｒｅ ０００１ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｒｅｇｉｓｔｅｒ ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ 文 
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４．１６ ＩｎｓｔＥｘｔｅｓｔコマンド文 
 

Ｅｘｔｅｓｔコマンドのインストラクションコードの値を示します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔＥｘｔｅｓｔ パラメータ１ 

 

パラメータ１ ： Ｅｘｔｅｓｔ コマンドのインストラクションコード値［文字列型］ 

 

例 ：ＩｎｓｔＥｘｔｅｓｔ ００００ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｒｅｇｉｓｔｅｒ ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ 文 

 

 

４．１７ ＩｎｓｔＳａｍｐｌｅＰコマンド文 
 

Ｓａｍｐｌｅ／Ｐｒｅｌｏａｄコマンドのインストラクションコードの値を示します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔＳａｍｐｌｅＰ パラメータ１ 

 

パラメータ１ ： Ｓａｍｐｌｅ／Ｐｒｅｌｏａｄ コマンドのインストラクションコード値［文字列型］ 

 

例 ：ＩｎｓｔＳａｍｐｌｅＰ ００１０ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｒｅｇｉｓｔｅｒ ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ 文 

 

 

４．１８ ＩｎｓｔＢｙｐａｓｓコマンド文 
 

Ｂｙｐａｓｓコマンドのインストラクションコードの値を示します。 

 

構文 ：ＩｎｓｔＢｙｐａｓｓ パラメータ１ 

 

パラメータ１ ： Ｂｙｐａｓｓ コマンドのインストラクションコード値［文字列型］ 

 

例 ：ＩｎｓｔＢｙｐａｓｓ １１１１ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 
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Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｒｅｇｉｓｔｅｒ ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ 文 

 

 

４．１９ Ｃｅｌｌコマンド文 
 

バウンダリスキャンレジスタの情報を示します。 

 

構文 ：Ｃｅｌｌ パラメータ１ パラメータ２ パラメータ３ パラメータ４ パラメータ５ パラメータ６ 

パラメータ７ パラメータ８ パラメータ９ 

 

パラメータ１ ： Ｃｅｌｌ番号［ＩＮＴ型］ 

パラメータ２ ： セル名［文字列型］ 

パラメータ３ ： このバウンダリスキャンレジスタが対応するピン名［文字列型］ 

パラメータ４ ： このバウンダリスキャンレジスタが対応するピン番号［文字列型］ 

パラメータ５ ： セル属性［文字列定義型］ 

Ｉｎｐｕｔ ：モニタ機能を持ち外部ピンに接続されます。 

Ｏｕｔｐｕｔ２ ：２値出力をもつ外部ピンに接続されます。 

Ｏｕｔｐｕｔ３ ：３ステート出力をもつ外部ピンに接続されます。 

Ｃｏｎｔｒｏｌ ：出力信号或いは双方向信号のイネーブル制御又は方向制

御を行います。 

Ｃｏｎｔｒｏｌｒ ：１つ以上の出力信号或いは双方向信号のイネーブル制御

又は方向制御を行います。またＴＡＰがＴｅｓｔ－Ｌｏｇｉｃ－Ｒｅ

ｓｅｔ 遷移状態を通るとディスエーブル状態にします。 

Ｉｎｔｅｒｎａｌ ：デバイスの内部でのみ使用されます。 

Ｃｌｏｃｋ ：外部クロック入力ピン似接続されます。 

Ｂｉｄｉｒ ：双方向ピンに接続されます。 

Ｏｂｓｅｒｖｅ＿Ｏｎｌｙ ：セルのモニタ信号として使用されます。 

パラメータ６ ： 信号の未使用時の推奨設定値［文字列定義型］ 

０ ：信号の未使用時０に設定することが推奨されます。 

１ ：信号の未使用時１に設定することが推奨されます。 

Ｘ ：信号の未使用時の推奨値はありません。 

パラメータ７ ： 制御セル番号［ＩＮＴ型］ 

パラメータ８ ： 出力をディスエーブルにする為の制御セルの値［文字列定義型］ 

０  ：制御セルが０のとき出力がディスエーブルになります。 

１  ：制御セルが１のとき出力がディスエーブルになります。 

パラメータ９ ： ディスエーブルになった時の値［文字列定義型］ 

Ｚ  ：ハイ・インピーダンス（Ｈｉ－Ｚ）状態 

ＷＥＡＫ０ ：外部プルダウンによるＷｅａｋ“０”状態 

ＷＥＡＫ１ ：外部プルダアップよるＷｅａｋ“１”状態 

ＰＵＬＬ０ ：内部プルダウンによるＷｅａｋ“０”状態 

ＰＵＬＬ１ ：内部プルダアップよるＷｅａｋ“１”状態 
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例 ：Ｃｅｌｌ  ０   ＢＣ＿１   ＂Ｑ８＂   １０   Ｏｕｔｐｕｔ３   Ｘ   １６   １   Ｚ 

 

 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

ｂｏｕｎｄａｒｙ－ｓｃａｎ ｒｅｇｉｓｔｅｒ ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ 文 

 

 

４．２０ ＢＳＲｅｇＬｅｎｇｔｈコマンド文 
 

バウンダリスキャンレジスタ長の情報を示します。 

 

構文 ：ＢＳＲｅｇＬｅｎｇｔｈ バウンダリスキャンレジスタ長 

 

パラメータ１ ： バウンダリスキャンレジスタ長 

 

例 ：ＢＳＲｅｇＬｅｎｇｔｈ ３５ 

 
 

☆関連ＢＳＤＬ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ： 

ｂｏｕｎｄａｒｙ－ｓｃａｎ ｒｅｇｉｓｔｅｒ ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ 文 

 



  

 
 
 

デバッグソリューションズがここで提供する情報は、正確かつ信頼できるものと考えておりますが、その使用に関する責務は一切

負いません。ここに記載される情報は、２００３年３月におけるものです。訂正、変更、改版に追従していない場合があります。最終

的な確認はヘルプデスクにお問い合わせ下さい。 

 
デバッグソリューションズ

Ｄｅｂｕｇ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ 

Web http://www.debsol.com 

E-Mail mail@debsol.com 
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